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船舶工学コース

1983(昭58)年 4月～1987(昭62)年 3月

造船学専攻 博士後期課程

4年間 在学



1) Doctor Course 在学

（1983 (昭58) ～ 1987 (昭62)）4年間

・D1：粘性流中の造波（戸田先生の机の隣で，丸尾先生の論文を沢山読む.）

・D2：Tulinの論文を，K.F.R.で紹介（松村先生のご自宅で徹夜）

( An Exact Theory of Gravity Wave Generation by Moving Bodies, 

Its Approximation and Its Implications)



1) Doctor Course 在学

（1983 (昭58) ～ 1987 (昭62)）4年間

学会論文『 斜航する船に働く造波横力について』

・低速造波理論に基づく，非対称な流場（振幅関数）を，

半没回転楕円体に対して，漸近展開法を用いた

手計算で求めた．→ 造船学会で発表

【教えて頂いたこと】

① 数式のそれぞれの項に，物理的な意味付けをする．

『 造波による横力は，基礎流場自身＋波の伝播方向による，

2ツの斜航影響によって発生する．』→ 結論

② 文章を，カット＆ペーストで，練り上げる．

③ 論文を書くというのは，真剣勝負！

造船学会論文集 Vol.159 ; 1986 (S61)



1) Doctor Course 在学

（1983 (昭58) ～ 1987 (昭62)）4年間

Doc論『斜航する船に働く造波横力に関する研究』
＝ 造船学会論文 ＋ 数値計算 ＋ 波形解析 ＋ 清書



田中研の研究室旅行♪
1984 (昭59) D2の夏



・ 非対称流場における波形解析法

・1枚の横切断波形を用いたFourier変換法の提案（初の単著論文）

・大楠先生（実験所長）と呑んだときに「浮心≠圧力中心？」が酒の肴に…

2) 九大応力研 附属津屋崎海洋災害実験所

（1987 (昭62) ～ 1991 (平3)）4年勤務

・ 海洋観測用の水中曳航体の開発

・設計＆実海域実験（小寺山先生＆中村(昌)先生と）

・その翼に働く振動流体力の計算＆回流水槽試験（経塚先生と）

関西造船協会誌 No.212 ; 1989 (H1)



・ 情報科学センターに採用（前半）

・渦輪の造波グリーン関数を作って，定常揚力面問題を解く．

水面の正鏡像（剛壁条件）を取ると，横渦 tηのみから波を生じ，

・縦渦 tξ（随伴渦も含む）からは，波が生じない．

・誘導抵抗と造波抵抗が，干渉しない．

3) 長崎総合科学大学（1991 (平3) ～ 2018 (平30)）27年勤務中

・プログラミング言語：Fortran → C, C++, Pascal → HTML の講義

・附属高校：「情報」Word, Excel, Powerpoint の授業

→ ソロソロ Javaも 勉強？…

造船学会論文集 Vol.175 ; 1944 (H6)
造船学会論文集 Vol.178 ; 1945 (H7)



 

図 6.18 迎角シリーズ（t=0.12°,f=0.6,Fn=0.399） 
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古巣の船舶工学科に異動（後半）

・水中翼や Kelvin波の造波シミュレーションを，学生達と行なう．

・高校生にも解って，アピールできる研究紹介パネルを作成！

振動翼周りの流場シミュレーションを，渦層近似で実施．

・流速ベクトルの計算には，半∞区間の数値積分が必要．

→ 論文ネタにもなりそうなので，一石二鳥♪

3) 長崎総合科学大学（1991 (平3) ～ 2018 (平30) ）27年勤務中

航海学会誌 No.190 ; 2014 (H26)

航海学会誌 No.196 ; 2016 (H28)

船舶海洋工学会論文集 Vol.20 ; 2014 (H26)

Vol.23 ; 2016 (H28)

Heaveモード

Pitchモード



・船舶工学科から，工学科 船舶工学コースに改組（最近）

・十数年以上，必修科目の「浮体静力学」(船舶算法）を講義してきて，
（← 流力や抵抗推進論は，林田先生がご担当）

疑問に思ってきた（学生にキチンと教えられなかった）ことを，

解決したい！ 還暦も近付いてきた…

・メタセンター半径 BMの導出過程 （木下学長 → 一色先生 → 薮下先生）

・浮心≠圧力中心？（大楠先生との酒の席での話題）

3) 長崎総合科学大学（1991 (平3) ～ 2018 (平30) ）27年勤務中
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メタセンター半径BMの導出過程

航海学会誌 No.200 ; 2017 (H29)

メタセンターMを中心とする，その名に相応しい半径



「浮心＝圧力中心」の証明

航海学会誌 No.203 ; 2018 (H30)

静水圧の圧力中心＝水面下の図心位置（＝浮心）



・船舶工学科から，工学科 船舶工学コースに改組（最近）

・十数年以上，必修科目の「浮体静力学」(船舶算法）を講義してきて，

疑問に思ってきた（学生にキチンと教えられなかった）ことを，

解決できた♪ 次年度から，自信を持って，講義できる！

・メタセンター半径 BMの導出過程（浮心は，傾斜角の半角の方向に移動）

・「浮心＝圧力中心」の証明（大楠先生との酒の席での話題の答）

→ 航海学会誌 NAVIGATION に公表

“ 教育(講義)と研究(論文)が，有機的に繋がったかな？ ”

3) 長崎総合科学大学（1991 (平3) ～ 2018 (平30) ） 27年勤務中



これからも“ Horiは,松村先生の弟子”

と，言わせてもらって，宜しいでしょうか？…

船舶工学コース


